
医療的ケアのある子どもたちと 
家族に 彩りある生活の場を！

特定非営利活動法人





医療が進歩したことにより 命を助けられ 
「医療的ケア」を必要としながら自宅で過ごす 

「医療的ケア児」は激増

・もぐもぐ、ごっくん 
・おしっこ 
・呼吸

生きるためには……

・チューブを通して食事 
・チューブを通して排泄のお手伝い 

・呼吸器や酸素

できないと……





画像出典:全国医療的ケア児者⽀⽀援協議会�

2018年時点の課題



⑴医ケア児について 
・トランジッション問題（１８歳問題、入学、就職、年金受給、年齢に 
よる転院、自立、学校という居場所がなくなる、卒業後の居場所） 
・教育の問題（通学バス、学校での付き添い、訪問学級か学校か、教育 
を受ける環境） 
・生活の問題（放課後の過ごし方、日常生活で常時医療が必要、同世代 
の子と接触がない） 
・訪問リハ問題 
・訪問看護の確保（使えるはずの時間や回数）が難しい 
⑵親について 
・レスパイト問題（休みたい、眠りたい、楽しみたい、病院に行けない） 
・ママ友がいない、子育てで悩むことをママ友と共有できない 
・夫婦の温度差問題（夫は仕事、妻は医ケア児にかかりきり） 
・夫が医ケアに関わりにくい 
・お風呂問題 
・気持ちの余裕のなさ（ママたちの感想…毎日を突っ走っている、自分 

がもう一人いたらなぁ、眠くならない薬がないかなぁ） 
・一般的な家事に手が回らない（日常の掃除、洗濯、お料理） 
・医ケア児以外の子育て（きょうだい児）に力を避けない 
⑶きょうだい 
・授業参観、遠足、その他行事に親が来れないことが多い 
・家族揃ってのお出かけの機会が少ない 
・親を独り占めする時間がない 

　　⑷その他 

・安心してきょうだい児の出産に臨めない 
・レジャーや遊びに気軽に出かけにくい 

＊ママたちの声＊ 
2018年度 

シンポジウムに向けて
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STEP ONE

STEP TWO

STEP THREE

STEP FOUR

医ケア児対応重症児デイサービス
学校→デイ→自宅の送迎あり

小児に対応できる訪問看護 
デイサービスとの連携

医ケア者対応生活介護・就労支援B
子の居場所であり、母の社会参加の場

医ケア者対応グループホーム
家族が安心して子を託せる終のすみか



! 障害児（者）が生きがいをもって創作活動を行える場 

! 医療が必要であっても、生きがいを感じることは有益！ 

! メンタルが充実することで、身体的にも改善が見られることがある 

! 販売物、ラッピングなどの製作 

! デイケア的役割を持たせるためには入浴ができ、給食を 
食べられることが望ましい 
●医ケア児・者は自宅での入浴が困難  
●機械浴もできれば、医ケア児・者を収容できる 
　福祉避難所として機能する 
●近隣の車椅子ユーザーに利用してもらい  
　料金を回収できる?  
●季節ごとの行事食や旬の食材を楽しみ、仲間と食卓を囲むなど、食の楽しみ、喜びが増える 

!

生活介護 
就労支援B型


